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分科会の目的と概要

①脱炭素経営

CO2排出量の計算や削減案の検討・実践ワークショップを開催

脱炭素経営を基礎から理解し、なぜ企業・団体が脱炭素経
営を進める必要があるのかを考えます。そのため、カーボンニュー
トラルやCO2排出量計算の仕方を具体的に理解します。自
分で自社のCO2排出量が計算できるようになります。
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受講いただきたい方

◼脱炭素経営を目指したい企業・団体の経営者・管理職・担当者

◼カーボンニュートラルについて理解したい方

◼CO2排出量計算の仕方を理解したい方

◼大手企業や大手企業と取引をしている取引先を持っている・今
後持ちたい企業

◼GXリーグや国際認証を取得し企業のイメージを上げたい方

◼企業イメージをアピールし学生の採用を積極的に進めたい方

◼SDGｓやエシカル経営（消費）、環境問題に関心がある方など

◼事前の知識等は必要ありません。
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カーボンニュートラル福井コンソーシアム実践会スケジュール案

第１回 第２回 第３回

日付 7月25日 9月10日 10月25日

タイトル エシカル経営とカー
ボンニュートラル推
進入門

カーボンニュートラ
ル実践のための
ＣＯ２算出量
計算の仕方を理
解する

ＣＯ２算出量
削減方法を考え
る。GXリーグや
SBT認証など今
後の取組につい
ても考える
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脱炭素経営分科会第一回予定内容

第1回

日付 7月25日

タイトル エシカル経営とカーボンニュートラル推進入門

主な内容 エシカル経営とはどのようなものなのかの本質やカー
ボンニュートラルの目的と目指す方向性を理解し、
ＣＯ２算出量の計算の仕方の基本を理解します。

アジェンダ案 ① はじめに
② エシカル対応とは？
③ 気候変動化の現状
④ カーボンニュートラルとは
⑤ GHG排出量算出のルールの基本

⑥ まとめ



GX未対応による企業への売上インパクト 6

ソニーグループHPより
（https://www.sony.com/ja/SonyInfo/procurementinfo/g
reen.html）

「地球環境保全および生態系に
対する影響を軽減」が製造に

求められる時代に

エシカル製品でないと
そもそも購買の対象にならない

良い物を安く作れば売れる

（伝統と技術”MADE in JAPAN”で勝負）

カーボンゼロを目指して調達先企業に排出削減
目標の設定と実行を求める

グリーン調達

主要企業4割、脱炭素目標 ソニーは調達先にも要請
日本経済新聞（2021年5月24日）

これまでの常識

これからの常識

内容見本

https://www.sony.com/ja/SonyInfo/procurementinfo/green.html
https://www.sony.com/ja/SonyInfo/procurementinfo/green.html
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脱炭素経営分科会第２回予定内容

第２回

日付 9月10日

タイトル カーボンニュートラル実践のためのＣＯ２算出
量計算の仕方

主な内容 自社においてどのような分野でどれくらいＣＯ２
算出量が削減できるかを実際に計算してみま
す。ツールの紹介もします。

① はじめに
② GHG排出量算出のルール
③ 事例紹介

④ 【ワーク】試してみよう！（サンプルデータ
を利用したCO2排出量計算）

⑤ 今後の計算方法
⑥ まとめ



すべてのCO2排出量を把握して実現可能な削減計画を策定し管理する必要がある

CO2排出量削減施策の具体的な中身とは

CO2排出量の把握
STEP1

CO2排出量の削減計画
STEP2

CO2排出量の予実管理
STEP3

基準年度設定
2030年時点のCO2排出量を比較する

基準となる年度を設定（原則2013年

度）

削減目標を策定
2030年までのCO2排出量削減目標を

策定

実行手段を策定
組織別にCO2g排出量削減の実行手

段を策定

対象となる事業

（Scope）の理解
CO2排出量算出のScope1・2・3を理

解

算出する組織の範囲を定

義
組織境界単位、法人単位、敷地単位、

排出源単位で組織を定義

これまでのCO2排出量を

可視化
定義した組織別にCO2排出量を算出

し現状を把握

実施概要

管理担当者の選定
組織別にCO2排出量削減目標・計画

に対しての進捗を担当者を決めて管理

予実の管理
策定した削減目標を達成するための商

品導入などの施策を実施

結果報告書の作成・開示
2025年以降、対象企業は指定フォー

マットでの報告書の提出が必須

CO2排出量算出の準備～計画策定・予実管理・年次報告の対応が必要です

内容見本



会計データからザックリと算出し、現状を把握する

原材料費 燃料費 電力費 輸送費
会計上
の科目

仕入費用 x 単元データ
（金額あたりCo2）

素材重量 x 単元データ
（重量あたりCo2）

or
重量あたりCo2量

（購入先の
明細表に記載）

KwあたりCo2量

（購入先の
明細表に記載）

発送個数 x 単元データ
（配送事業者開示の１個あたりCo2）

発送距離 x 重さ x 単元データ
（トンキロ法によるCo2）

or＋ ＋ ＋
全社
Co2
排出量

＝

費用割合が出たら削減に向けてどこの取引を切り替えるべきかわかる

参考：環境省

内容見本
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脱炭素経営分科会第３回予定内容

第３回

日付 10月25日

タイトル ＣＯ２算出量削減方法を考える。GXリーグやSBT
認証など今後の取組についても考える

主な内容 自社においてどのような分野でどれくらいＣＯ２算出量
が削減できるかを考えます。
また、GXリーグへの加盟やSBT認証の取得など今後
の活動も考えます。

アジェンダ案 ① はじめに
② 【ワーク】CO2排出量削減の方法を考える
③ GXリーグ／SBTなど国際認証取得のすすめ
④ 社内人材育成法
⑤ まとめ
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◼CO2排出量削減の主な3つの方針にしたがって削減ターゲットと方針を策定します

CO2排出量削減の方法をワークにて考えます

①可能な限り、エネルギー消費量を削減する（省エネを進める）
②エネルギーの低炭素化を進める
③電化を促進する（熱より電力の方が低炭素化しやすいため）

電気 熱

現状のCO2排出量

C
O
2
排

出
強

度

エネルギー消費量

①エネルギー消費量の削減

②エネルギーの低炭素化

③利用エネルギーの転換

電気
熱

電気 熱

• 可能な限りエネルギー需要の削減
• 機器のエネルギー効率改善 等

• 低炭素電源（再生エネルギー等）の
利用拡大

• ガソリン自動車から電気自動車
• 暖房・給湯のヒートポンプ利用 等

電気 熱

電気 熱

2050年のCO2排出量

① ①
②②

③

出典： 環境省 中小規模事業者向けの脱炭素経営導入ハンドブック

削減目標が決まったら、削減方針と手段を策定しましょう

3つの削減方針

https://www.env.go.jp/content/000114653.pdf
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GXリーグ未対応における経営上のリスク

企業にとっての経営上のリスク

商品の売上減少リスク
エシカルではない商品が売れなく

なる

企業も個人も商品を購入する最の

選定の基準として、「エシカルか

どうか」も含まれる時代

取引先減少リスク
CO2排出量削減効果がある商

品を購入したい取引先から自

社商品を購入してもらえなく

なる

従業員離れリスク
削減の取り組みにより従業員

のモチベーションを維持

新入社員の就職先選択の際に

エシカルな取り組みをしてい

る企業かどうかも基準に含ま

れる時代

GXリーグ対応を実施することで、将来的な経営リスクを減らすことが可能です
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